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1 大槌町 
町中心部における大学発ベンチャー企業等と連携

した土地利活用の推進 

 
 
 
 

所 在 地：岩手県大槌町 

主な用途：大学発ベンチャー等の生産施

設等（事業所、店舗等） 
 
■ 位置図 

 

１．目的と背景 

中心部の未利用地活用にあたり、新たな産業を誘致すること
で、若年層にとって魅力ある就労や活動の場を創出 
 町の中心部である町方地区において、約５ha の未利用

地が残る。住宅建設や移住定住施策による活用は頭打

ちとなっており、移住定住促進の重要な要素である若

年層にとって魅力ある就労や活動の場の創出が急務。 

 昨年度から取り組んでいる農業系のベンチャー企業と

町内事業者の連携を強化し、中長期的な事業連携に向

け、今年度は実証実験を行う。 

 大槌町で展開可能性のある事業者を発掘し、地域参加

型ＷＳを行うことにより、町内事業者との新規事業化

の連携可能性を模索する。 

 
 
 
 
 
 

① 式典やプレスリリースを通じて、町×大学発ベンチャーによる事業や土地活用への町民意欲を醸成 
② オープンイノベーション方式によるワークショップで、町内事業者の未利用地への興味・関心を喚
起し、事業化可能性の高い土地活用方策を抽出 

ポイント 

地区航空写真（2021.8.6 撮影） 対象地区周辺写真（県道大槌小槌線沿道） 

＜今後の方向性＞ 
 町内からの注目が集まる駅前で SDGｓ花壇による農産物の育成を行い、担い手の発掘や大学発ベンチャ

ー企業との連携を継続 
 未利用地を活用した、ブルーベリー栽培事業による産業及び観光の創出について、アクションプランに基づき

推進 

＜今年度（令和５年度）の取組成果＞ 
 昨年度から継続する大学発ベンチャー企業との連携強化に繋がる実証実験の実施と町内外への周知によ

る未利用地活用の認知度向上 
 未利用地の新たな活用方策として、ブルーベリー栽培事業による産業・観光の創出を町の事業として継続

検討していく方針を決定 
 次年度以降の未利用地活用検討にあたり、町内外関係者の連携体制を構築 

＜令和４年度の取組成果＞ 
 大学発ベンチャー2社が町との協働に積極的な意向を表明し、継続的な関係を構築。 
 町民を主体とする勉強会や実証実験を実施し、大学発ベンチャー企業との関係づくりを含めた未利用地活

用の枠組みを構築。 
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２．取組にあたっての課題 

昨年度より、未利用地活用について大学発ベンチャー企業との連携を模索してきたが、以下の課

題があり、新規産業の発掘を含めた継続した取組が必要。 

 大学発ベンチャーとの連携による中長期的な投資の誘致につなげるため、大学発ベンチャーと町民との関
係の深化や町内の担い手の発掘が必要 

 町中心部の未利用地活用に繋がる大槌町の特性に合った新たな産業の発掘や、継続した産業育成の
意識醸成が必要 

３．今年度の取組項目 

昨年度事業から導き出された方向性を踏まえ、以下の取組を実施。 

Ⅰ 大学発ベンチャーと連携した実証実験の展開 

 大学発ベンチャーと連携した実証実験の実施による中長期的な事業連携に向けた関係性強化と事業に
対する町内外の認知度向上 

Ⅱ 新たな企業群との連携の方向性の模索 

 未利用地利活用ワークショップを行い、新たな企業群との連携の可能性を模索 

Ⅲ 未利用地利活用に向けた方針検討 

 次年度計画（アクションプラン）の策定 

４．取組経過や主な調整プロセス 

６～９月 大学発ベンチャーと連携した実証実験を行い、町民の認知・理
解を深めつつ、将来的な大規模事業への足掛かりを構築 

► (株)TOWING の高機能ソイルを活用した「SDGｓ花壇」を未利用地に

設置。実証実験の実施により(株)TOWING との連携を強化し、将来

的な大規模事業化に向けた次年度以降の継続検討が決定。 

► 関係者や町民参加の植樹式を実施し、プレスリリースにて発信する

ことで、町内外に広く事業を周知。 ※p1-4 図 1 参照 

９～12 月 未利用地の利活用に関するワークショップを開催、土地活用
アイデアや新たな企業群との連携の可能性を模索 

► 事業を営む経営者や地域おこし協力隊等、事業を行う可能性

がある町内有志に広く参加を呼びかけ、未利用地への興味・関心を

喚起。 

► 大学発ベンチャーを含む広い領域において未利用地で展開可能な

事業アイデアを広く取集し、実現可能性の高い未利用地活用アイデ

アを検討。 

12～３月 実証実験及びワークショップの検討を基に、次年度以降の計画実行に
つながるアクションプランを策定 

► ワークショップの結果を踏まえ、未利用地活用の方向性としてブル

ーベリー栽培事業による産業・観光の創出を事業として継続検討し

ていくことを決定。 

► 次年度以降の事業プロセスについて、３か年計画アクションプラン

を策定。 ※p1-4 図 2 参照 

 
ポイント① 
式典やプレスリリー
スを通じて、町×大
学発ベンチャーによ
る事業や土地活用
への町民意欲を醸
成 

ポイント② 
オープンイノベーショ
ン方式によるワーク
ショップで、町内事
業者の未利用地へ
の興味・関心を喚
起し、事業化可能
性の高い土地活用
方策を抽出 

ワークショップの開催 
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■ 「町方地区区画整理地内の有効な土地利用のあり方検討会（ワークショップ）」開催と今後の実施体制 

大槌町産業振興課が主体となり、(株)船井総合研究所の支援のもと実施 

区画整理地の管理を行う大槌町産業振興課が主体となり、(株)船井総合研究所の支援のもと、

(株)ＴＯＷＩＮＧ、大槌町観光協会と連携して実施。 

実施主体： 

 大槌町産業振興課（全体とりまとめ） 

民間支援： 

 (株)船井総合研究所（未利用地の特性分析、大学発ベンチャーを含む企業群とのマッチング） 

連携主体： 

 (株)ＴＯＷＩＮＧ（実証実験の監修・資材提供） 

 大槌町観光協会（実証実験の提携） 

■ 取組工程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体
大槌町

主担当：産業振興課
岡本課長

庁内関係課

外部アドバイザー
(株)船井総合研究所

地方創生支援部
山本上席コンサルタント
杤尾マネージャー
林アソシエイト
佐々木アソシエイト

町方地区 区画整理地内の有効な土地利用のあり方検討会（ワークショップ）

町内企業
有限会社 八幡組：八幡氏
有限会社 岩間建設工業：岩間氏
有限会社 祝田電気工事：祝田氏
大槌復光社：天満氏
山千株式会社：山崎氏

岩手銀行 大槌支店
照井氏

支援

助
言
協
力

大学発ベンチャー企業・
外部事業者

(株)TOWING
循環型栽培システム
「宙農」サービス、
コンサルティング

コネクト

参加

大槌商工会
村田氏

一般社団法人
おらが大槌夢広場

（地場産業の活性化、企業独立支
援、語り部ガイド）
三木氏
佐藤氏

マッチング？コーディネート

実証実験

SDGｓ花壇の様子

ワークショップの様子

ベリーベリー
ヤミー

（ブルーベリーの観
光農園）
CEO 落合氏

企画監修

協力

令和４年度事業において連携の方向性を模索した株式会社 TOWING 
と実際に共同事業を実施。(株) TOWING の「高機能ソイル」を活用
した「 SDGs 花壇」を設置。
【期待する成果】
・町内事業者へのTOWING事業のPR
・土地活用に向けた取り組みに関する町民の認知・意識醸成

安渡町内会
佐々木氏

大槌町議
澤山氏
菊地氏
臼澤氏
筒井氏

大槌町観光交流協会
平賀氏
古屋氏

Ⅰ

Ⅱ

新たな企業群との
連携の方向性の模
索

各メディアへの情報発信等による事業告
知・PR

取組項目 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 次年度へ

大学発ベンチャー
と連携した実証実
験の展開

・株式会社TOWINGと
の中長期的な事業連
携（本格的な利活
用）の開始資材の

調達・
準備

実証実験
（花壇のメンテナンス、

水やり）実
施
計
画
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
調
整

Ⅲ
未利用地利活用に
向けた方針検討

・新たな企業と町内事
業者との連携の開始

・更なる連携・活用方
法の模索

・策定した計画（アク
ションプランプラ
ン）の実行

・未利用地活用に向け
た検討体制の維持

9/7
植
樹
式

事業設計、
地権者と
の交渉

結果の検証

8/9
第１回

WS

11/14
第２回

WS

２/15
第３回

WS

• テーマ（ブルーベ
リー農園）の紹介

• 対応技術・組織の
紹介

• 今年度事業振り返り
• 事業の効果検証
• 次年度以降に向けた
検討

• 対象未利用地の紹介
• 可能性のあるテーマ
検討

• テーマに応じた対象
検討

報告 報告
報告

次年度計画（ア
クションプラ
ン）の策定
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■ 取組成果や重要な検討資料等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 SDGｓ花壇植栽式の様子（左）    プレスリリースの記事（右）  

図 2 今年度事業の結果概要とアクションプラン 
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５．今年度の取組成果 

成果１ 昨年度から継続する大学発ベンチャー企業との連携強化に繋がる実証実験の実施と町内外への周
知による未利用地活用の認知度向上 

► 花苗・野菜苗を植栽する式典を開催するとともに、プレスリリースを中心とした情報発信

により町内外での事業認知度の向上が見られた。 

► 実証実験を通じて、町と(株)TOWING、民間団体等の未利用地における取組連携の機会が創

出され、SDGｓ花壇による小規模事業の継続が決定され、より町内からの注目が集まりやす

い大槌駅前への移設がなされた。 

成果２ 未利用地の新たな活用方策として、ブルーベリー栽培事業による産業・観光の創出を町の事業とし
て継続検討していく方針を決定 

► ワークショップにおいて町内参加者の強い関心があった「ブルーベリー栽培事業」を、未

利用地利活用の新たな方向性として継続検討していくことを町で決定。 

成果３ 次年度以降の未利用地活用検討にあたり、町内外関係者の連携体制を構築 
► 今後、町と町内事業者でブルーベリー栽培事業を検討していくにあたり、先見的な知見や

経営ノウハウを持ったブルーベリー農園経営者との関係を確立。 

► 実証実験を通じた観光協会や町内組織と町の連携体制を構築。 

６．今後の方向性 

町内からの注目が集まる駅前で SDGｓ花壇による農産物の育成を行い、担い手の発掘や大学発ベンチャー
企業との連携を継続 

未利用地を活用した、ブルーベリー栽培事業による産業及び観光の創出について、アクションプランに基づき
推進 
 次年度は、ブルーベリー栽培事業の発足を見通した知見獲得及び情報取集と、本格展開可否

を確認するための公共パイロットケース農園（実証実験）を開始 

中長期スケジュール・フロー図等 

７．取組主体・関係者の声 
これまでの状況や今回の取り組みにおける工夫や苦労など 
 ワークショップ実施にあたり、大槌町で展開可能性のある事業者選定に

苦労した。 

ハンズオン支援事業で今回取り組んだ感想など 
 本事業につきまして、ご助力いただきまして感謝いたします。ワークシ

ョップをはじめとして、事業全体を見通したご意見アドバイスをいただ

いたおかげで、来年度事業の兆しが見え始めたところです。 
  

大槌町 産業振興課 
岡本克美 課長 


